
月号

徳永 靖幸

兼
業
対
策
部
は
、
7
月
25
日
、

東
京
都
中
央
区
毎
日
日
本
橋
ビ
ル

国
際
物
流
事
業
本
部
に
お
い
て
、

「
国
際
物
流
事
業
本
部
に
お
け
る

労
働
時
間
短
縮
、
年
休
取
得
促
進

に
向
け
た
労
使
協
議
会
」
を
開
催

し
た
。

会
社
か
ら
は
時
間
外
と
年
休
取

得
の
実
態
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
組
合
か
ら
は
各
分
会
職
場
の

課
題
や
対
策
案
を
示
し
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
協
議
を
お
こ
な
っ

た
。
労
働
時
間
・
年
休
取
得
に
つ

い
て
改
善
傾
向
に
は
あ
る
が
、
引

き
続
き
現
状
を
注
視
し
必
要
な
対

応
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

【
組
合
側
出
席
者
】

本
間
副
執
行
委
員
長
、
渡
辺
組
織

部
長
、
井
上
兼
業
対
策
部
長
、
有

永
分
会
長
（
国
物
東
日
本
）、
山

下
分
会
長
（
国
物
東
京
）、
今
井

分
会
長
（
国
物
中
央
）、
橋
本
分

会
長
（
国
物
名
阪
）、
久
保
分
会

長
（
国
物
西
日
本
）

お
詫
び
と
訂
正

組
合
新
聞
８
月
号
私
鉄
総

連
「
第
90
回
定
期
大
会
」
出

席
者
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

【
出
席
者
】

�

有
永
分
会
長
（
国
物
東
日
本
）

メ
ダ
カ
と
お
茶
で

メ
ダ
カ
と
お
茶
で

癒
し
の
環
境
づ
く
り

癒
し
の
環
境
づ
く
り

金
武
分
会

ピ
ー
ク
時
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
、
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、忙
し
さ
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、

当
分
会
で
は
朝
か
ら
晩
ま
で
働
く

組
合
員
さ
ん
た
ち
の
疲
れ
た
心
を

癒
す
た
め
、
毎
日
が
無
事
故
で
終

わ
る
よ
う
に
と
メ
ダ
カ
を
飼
い
始

め
ま
し
た
。
無
事
故
で
一
日
、
仕

事
を
終
え
、
メ
ダ
カ
に
迎
え
ら
れ

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月

に
入
っ
て
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い

る
中
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
組

合
さ
ん
た
ち
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
お
茶
を
設
置
し
、
い
つ
で
も
飲

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
組
合
員
さ
ん
た
ち
が
仕
事

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
、
労
使
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員

さ
ん
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
古
我
昌
之
】

久
し
ぶ
り
の

久
し
ぶ
り
の

分
会
合
同
研
修

分
会
合
同
研
修

柏
原
分
会

柏
原
分
会
と
桧
原
分
会
で
は
、

２
年
に
一
度
親
睦
を
深
め
る
た
め

に
分
会
合
同
研
修
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
何
年
か
、
コ
ロ
ナ
が

猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
た
め
に
自

粛
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は

春
闘
駅
伝
も
開
催
で
き
た
の
で
分

会
合
同
研
修
も
久
し
ぶ
り
の
開
催

で
し
た
。
弾
丸
研
修
で
し
た
が
、

他
県
の
交
通
事
情
を
視
察
し
た
り

バ
ス
に
乗
車
し
て
み
た
り
、
大
変

有
意
義
な
研
修
内
容
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
の
春
に
は
改
善
基

準
告
示
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
改
正
も
控

え
て
い
ま
す
。
我
々
分
会
一
同
は

思
い
を
一
つ
に
、
大
幅
な
労
働
条

件
改
善
に
向
け
て
組
合
員
が
仕
事

し
や
す
い
環
境
つ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
小
林
健
一
】

猛
暑
の
中
、
交
通

猛
暑
の
中
、
交
通

規
制
で
迂
回
運
行

規
制
で
迂
回
運
行

桧
原
分
会

７
月
29
日
に
南
区
最
大
の
地
域

の
お
祭
り
「
長
住
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
天
気
は

晴
れ
、
最
高
気
温
３
５
．9
℃
、

来
場
者
数
は
約
10
万
人
！
バ
ス
路

線
を
歩
行
者
天
国
に
す
る
た
め
、

15
時
か
ら
交
通
規
制
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
途
中
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も

あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
体
と
連
携

し
分
岐
点
と
交
差
点
に
は
桧
原
分

会
と
柏
原
分
会
、
管
理
者
が
交
通

整
理
す
る
こ
と
で
大
き
な
混
乱
も

な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

猛
暑
に
負
け
な
い
熱
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
で
は
桧
原
か
ら

は
動
物
園
バ
ス
、
柏
原
は
ス
プ
ラ

ト
ゥ
ー
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の

展
示
が
あ
り
ま
し
た
。来
年
の〝
推

し
バ
ス
〟
は
何
に
な
る
か
楽
し
み

で
す
♪
ぜ
ひ
一
度
、
遊
び
に
来
て

見
て
く
だ
さ
い
。

�

【
教
宣
部
長　
井
手
啓
介
】

8
月
よ
り
医
療
共
済
・
給
付
申
請
書
（
家
族
用
）
の
書
式

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。「
ケ
ア（
介
護
）・
入
院
共
済
」と「
死

亡
共
済
」
が
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
請
求
の
際
は
ご
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
本
人
用
の
給
付
申
請
書
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
の
書
式

で
す
が
、請
求
日
枠
の
ス
ペ
ー
ス
を
若
干
変
更
し
ま
し
た
。

給
付
申
請
書
は
西
鉄
労
組
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

西
鉄
労
組
掲
示
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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2023年度運動方針(案)決定、第10中

医療共済・給付申請書（家族用）書式変更

分会トピックス（金武・柏原・桧原）

1面

1面

1面
関西地連・九州地連

「教宣担当者セミナー」開催
2面

2面 久留米大雨災害ボランティア報告
1面 国物労使協議会 開催

８
月
24
日
、
組
合
本
部
に
お
い

て
第
10
回
中
央
委
員
会
を
開
催

し
、
55
名
が
出
席
。
報
告
事
項
26

件
、
承
認
事
項
３
件
、
審
議
事
項

の
「
西
鉄
労
組
２
０
２
３
年
運
動

方
針
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

に
関
す
る
件
」
な
ど
す
べ
て
満
場

一
致
で
決
定
し
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は
「
か
べ
新

聞
第
10
号
」
参
照
（
分
会
掲
示

板
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄

労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針（
案
）決
定

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針（
案
）決
定

労
働
時
間
・
年
休
取
得
、

労
働
時
間
・
年
休
取
得
、

引
き
続
き
注
視
し
対
応

引
き
続
き
注
視
し
対
応

国
物
労
使
協
議
会

■
開
催
日
：
７
月
25
日（
火
）　

■
場
所
：
東
京
都
・
国
際
物
流
事
業
本
部

第第
1010
回回  

中
央
委
員
会

中
央
委
員
会

■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
８８
月月
2424
日（
木
）

日（
木
）　
■
場　
所
：
組
合
本
部

■
場　
所
：
組
合
本
部

医療共済・給付申請書医療共済・給付申請書（（家族用家族用））の書式が変わりましたの書式が変わりました

組合本部 9月スケジュール
◆	6	日（水）… 事務局会議

医療共済幹事会
◆	7	日（木）… 執行委員会
◆ 11日（月）… 中央委員会
◆ 29日（金）… 第158回定期大会
※急遽変更となる場合があります。

会議風景会議風景

メダカの水槽

スプラトゥーンバス歩行者天国のバス路線 動物園バス

水分補給にお茶を一杯

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス



「「令和５年７月大雨令和５年７月大雨」」災害支援ボランティア派遣災害支援ボランティア派遣
　

２
０
２
３
年
７
月
10
日
、
線
状

降
水
帯
が
九
州
北
部
地
方
に
発
生

し
、
気
象
庁
は
大
雨
特
別
警
報
を
発

表
。
総
降
水
量
は
九
州
北
部
地
方
で

６
０
０
㎖
を
超
え
、
県
内
で
も
久
留

米
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

組
合
は
７
月
27
日（
木
）、
執
行
部

に
よ
る
現
地
視
察
お
よ
び
災
害
支

援
活
動
を
お
こ
な
い
、
８
月
３
日

（
木
）～
31
日（
木
）
の
間
に
計
５
日

間
、
組
合
員
延
べ
80
名
の
派
遣
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
活
動
の
内
容
と
し

て
は
、
家
屋
内
の
片
付
け
や
搬
出
、

家
屋
内
・
敷
地
内
の
泥
の
か
き
出
し

作
業
、
泥
土
の
積
み
込
み
・
運
搬
な

ど
、
酷
暑
の
中
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
願
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、
そ
れ
に
伴
い
職
場

を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
応
募
総
数
：
1
2
3
名

■
参 

加 

者
：
80
名

第
１
期
（
８
月
３
日
）

本
間　
大
介（
本
部
）

渡
辺　
裕
二（
本
部
）

末
次　
和
美（
本
部
）

川
瀬　
直
之（
本
部
）

津
行
明
香
里（
自
事
）

武
野　
義
亮（
自
事
）

大
石　
勇
太（
土
井
）

小
出　
修
二（
片
江
）

井
上　
隆
徳（
桧
原
）

山
内　
法
義（
那
珂
川
）

永
田　
哲
夫（
博
多
）

木
原　
賢
輔（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

田
口　
　
圭（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

古
賀　
清
和（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

松
島
凛
太
朗（
電
車
技
術
）

平
田　
遼
介（
筑
紫
工
場
）

下
川　
将
央（
線
路
技
術
）

大
津
留
邦
幸（
線
路
技
術
）

野
中
健
太
朗（
電
気
技
術
）

第
３
期
（
８
月
18
日
）

本
間　
大
介（
本
部
）

鞭
馬　
隆
行（
本
部
）

井
上　
貴
善（
本
部
）

川
瀬　
直
之（
本
部
）

沖　
健
太
郎（
壱
岐
）

山
崎　
達
広（
壱
岐
）

高
柴　
仁
亨（
壱
岐
）

橋
爪　
良
祐（
高
速
）

中
野　
一
郎（
金
武
）

田
中　
一
徳（
吉
塚
）

久
冨　
良
二（
吉
塚
）

中
島
勇
一
郎（
筑
紫
乗
務
）

野
口　
諒
平（
柳
川
乗
務
）

小
金
丸
高
志（
筑
紫
工
場
）

原　
槙
之
介（
線
路
技
術
）

大
里　
真
也（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

重
松　
弘
幸（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

前
川　
奈
槻（
本
社
事
務
）

李　
　
江
山（
本
社
事
務
）

古
賀　
雅
大（
本
社
事
務
）

橋
本　
明
子（
本
社
事
務
）

第
４
期
（
８
月
22
日
）

渡
辺　
裕
二（
本
部
）

牧
野　
英
人（
本
部
）

徳
永　
靖
幸（
本
部
）

野
田　
正
満（
本
部
）

益
山　
友
博（
自
事
）

田
中　
幸
夫（
高
速
）

津
留　
幸
信（
博
多
）

真
名
子
盛
幸（
早
良
）

藤
島　
義
寿（
土
井
）

工
藤　
和
真（
那
珂
川
）

鹿
毛　
尚
史（
那
珂
川
）

古
川　
裕
也（
筑
紫
乗
務
）

龍　
　
勝
也（
筑
紫
乗
務
）

石
井　
昭
平（
柳
川
乗
務
）

濱
田　
拓
生（
筑
紫
工
場
）

松
田　
洸
穀（
Ｓ
Ｓ
）

尾
上　
仁
希（
本
社
事
務
）

伊
賀
屋
幹
太（
本
社
事
業
）

元
部　
太
陽（
本
社
事
業
）

久
本　
愛
花（
本
社
事
業
）

第
５
期
（
８
月
31
日
）

渡
辺　
裕
二（
本
部
）

牧
野　
英
人（
本
部
）

井
上　
貴
善（
本
部
）

野
田　
丈
彦（
早
良
）

河
内　
正
幸（
壱
岐
）

板
谷　
洋
一（
壱
岐
）

古
井　
秀
和（
金
武
）

永
露　
正
樹（
桧
原
）

今
井　
利
保（
那
珂
川
）

盛
滿　
朋
博（
博
多
）

山
本
紅
侍
郎（
筑
紫
乗
務
）

入
江　
竜
也（
柳
川
乗
務
）

古
川　
　
肇（
筑
紫
工
場
）

平
野　
輝
明（
電
車
技
術
）

川
口　
　
潤（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

椛
島
健
志
朗（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

力
丸　
遥
介（
本
社
事
務
）

大
田　
岳
洋（
本
社
事
務
）

立
野　
夢
葉（
都
市
開
発
）

中
西　
さ
ら（
都
市
開
発
）

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

※
第
２
期
（
８
月
９
日
）
は
、
台
風

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
７
日（
月
）～
８
日（
火
）、

福
岡
市
に
て
私
鉄
関
西
地
連
・

九
州
地
連
「
教
宣
担
当
者
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
関
西
地
連

か
ら
は
８
名
、
九
州
地
連
か
ら

は
10
名
が
参
加
し
た
。

九
州
地
連
・
古
賀
執
行
委
員

長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
続

き
、
関
西
地
連
・
岸
本
部
長
か

ら
開
催
の
経
緯
と
目
的
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。

１
日
目
は
、
関
西
地
連
、
２

日
目
は
九
州
地
連
の
各
単
組
担

当
者
が
、
①
機
関
紙
活
動
の
概

要
、
②
ど
の
よ
う
に
し
て
作
成

し
て
い
る
の
か
、
③
注
意
点
や

決
ま
り
事
、
④
機
関
紙
を
ど
の

よ
う
に
配
布
し
て
い
る
の
か
、

な
ど
を
テ
ー
マ
に
説
明
し
、
活

発
な
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。
地
連
主
催
の
教
宣
担
当
者

交
流
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
岸
本
部

長
が
発
案
し
、
制
限
解
除
と
な

り
初
の
試
み
と
な
っ
た
。
今
後

は
２
年
に
１
回
の
開
催
を
め
ざ

し
、交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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州
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連

私
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関
西
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・
九
州
地
連
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ミ
ナ
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宣
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ミ
ナ
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）

■
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８
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■
場　
所
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福
岡
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部
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か

■
場　
所
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福
岡
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・
組
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「
春
闘
勝
利
」

湯
淺
真
弘
さ
ん
（
筑
紫
乗
務
分
会
）

「
見
て
て
つ
ら
い
よ
」

奥
村
誠
太
郎
さ
ん
（
筑
紫
乗
務
分
会
）

「
屋
根
よ
～
り
～
ひ
～
く
～
い  

や
る
？
気
～
♪
」

神
宮
竜
弥
さ
ん（
筑
紫
乗
務
分
会
） 

「「  

漫
画
タ
イ
ム
ス

漫
画
タ
イ
ム
ス
」」

紙
面
の
都
合
で
８
月
号
に
掲

載
で
き
な
か
っ
た
総
連
大
会

教
宣
展
の
応
募
作
品
を
、
あ

ら
た
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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べ
延
べ
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名
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も
早
い
復
旧
を
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っ
て
活
動
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に
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開
催
を
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